
重点的取組＜V2Xの検討推進＞
Ⅳ V2Xの検討推進
• ⾃動運転システム（安全運転⽀援を含む。）の進展・重要性を踏まえ、既存のITS⽤周波数帯（760MHz帯等）に加えて、国際的に検討が

進められている5.9GHz帯（5850〜5925MHz）の追加割当てに向けて、「⾃動運転時代の“次世代のITS通信”研究会」中間取りまとめ
（令和5年8⽉）において、国際的な周波数調和や既存無線局との⼲渉などを勘案し、5895〜5925MHzの最⼤30MHz幅を⽬途に
V2X通信向けの割当を検討することとされたことを踏まえ、具体的な検討を継続する。

• 具体的には、5.9GHz帯の⼀部（5888〜5925MHz）について、既存無線システムの移⾏先周波数の確保や移⾏⽅策の検討、5.9GHz帯
V2Xシステムの隣接システム等との周波数共⽤検討や実証実験等が早期に可能となる環境整備などを実施し、5.9GHz帯V2Xシステムの導⼊・普及に
向けた道筋を明らかにした上で、令和8年度中を⽬途にV2X通信向けへの周波数割当てを⾏う。

V2X︓Vehicle to everythingを意味する。⾃動⾞と⾃動⾞（V2V︓⾞⾞間通信）や、⾃動⾞とネットワーク（V2N）など、⾃動⾞と様々なモノの間の通信形態の総称。
ITS︓Intelligent Transport Systems の略。⾼度道路交通システム。情報通信技術等を活⽤し、⼈と道路と⾞両を⼀体のシステムとして構築することで、渋滞、交通事故、環境悪化等の道路交通問題の解決を図るもの。
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隣接システム等との周波数共⽤検討が必要
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